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神久呂小コミュニティ・スクール コミスクだより 

 

 

 

 

令和３年度より神久呂小学校では、『コミュニティ・スクール』としての活動を進めています。

年々、ボランティア活動も増え、保護者の皆様や地域の皆様にたくさん御参加いただき、大変

ありがたく思っています。 

そこで、『コミュニティ・スクール』について、もう少し知っていただけたらと思います。 

 

コミュニティ・スクールとは？ 

・『学校運営協議会』を設置している学校        『コミスク』・『cs』とも言います 

学校運営協議会とは？                

こんなことが話し合われています。 

① 学校運営について 

② 学校運営に必要な支援について 

③ 児童生徒の健全育成について 

 

【神久呂小学校では】 

             協議会     ビジョンを共有       学校 

                            || 

                      学校運営の基本方針 

                    気づき ・ 考え ・ 行動する 

         『自己有用感をもった子供を育てる』 

 

ほかにも、『どのような支援が必要か』・『支援の輪を広げるにはどのような広報のしかた

がよいか』等、話し合われます。 

  また、協議会メンバーは地域の方々です。 

 

【協議会メンバー】 

会長     谷野 協司 （おおくぼ里山育成会長） 

副会長   谷井 文明 （R4神久呂地区体育振興会顧問） 

委員    池谷 亮人 （神久呂地区自治会連合会長） 

委員    和久田 ゆかり （神久呂地区主任児童委員） 

委員    鈴木 孝平 （PTA会長） 

委員    中村 典子 （神久呂小学校支援コーディネーター） 

委員    尾高 理恵 （神久呂小学校支援コーディネーター） 
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令和７年７月 24日 

浜松市立神久呂小学校 

『コミュニティ・スクール』ってなに？ 

 



（コミスクだより 30 号続き） 

【第２回学校運営協議会では】 

〇委員の方に、学校評価の項目を視点に参観をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇防災教育、防犯教育について、校長先生より神久呂小学校での取り組みの説明を受け、 

委員より意見をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正門から校舎への周辺の花だんを、園芸のプロの方を中心にボランティアの

方々が手入れをしてくださっています。先日の集合活動日には、花や花だんの

手入れについて教えていただきながら、楽しく活動ができました。基本的には、

日時を定めず御都合の良い時に活動していただければと思いますが、定期的に

集団活動日を設けて活動していく予定です。 

『花だんボランティア』の仲間になって、楽しく活動しませんか。お電話お待ち 

しています。                     【担当 CSディレクター 伊藤由紀   電話４８５－８５０８】     

 

 

【防災について】 

登校中や下校中に大きな地震があった場合、そのまま帰宅する

のか、学校に行くのか、家庭で話し合っておく必要がありますね。 

【授業を参観して】 

授業が受け身なものでなく、活発な意見が交わされていて、

楽しんで授業を受けていると感じた。 

【防災について】 

ボランティアさんが学校にいる場合も

あるので、避難訓練に参加するといい

ですね。 

【授業を参観して】 

タブレットを有効的に使用していて、すばらしいと思った。 

〇詳しくは 

神久呂小ホームページ＞学校づくり＞コミュニティ・スクール＞令和 7年度に 

掲載の会議録を御覧ください。 

『花だんボランティア』の活動が始まっています 

地域とともに「気づき・考え、行動する」神久呂っ子に 

できる人が できる時に 無理なく楽しく 


